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３月定例会のあらまし
　令和４年３月定例会が２月１４日から３月７日までの２２日間にわたって開かれました。
　市長より条例の一部改正、令和３年度各会計補正予算及び令和４年度各会計当初予算などの
議案が提出され、全て原案のとおり可決しました。
　主な議案は次のとおりです。

●田村市グリーンパーク都路条例の一部改正

　グリーンパーク都路スポーツ広場の一部を天然芝グラウン
ドに整備したことに伴い、施設利用料を規定するため条例を
改正するものであり、原案のとおり可決しました。

グリーンパーク都路 （ディスクゴルフ）

●常葉辺地に係る総合整備計画の変更

　令和３年度から令和７年度までの５年間の辺地に係る総合
整備計画について、新たな事業を追加し計画を変更するもの
であり、原案のとおり可決しました。
　追加事業は、次のとおりです。

今回追加分
事業名

 桧山高原観光地化事業
 （桧山高原観光開発施設整備） 桧山高原

●田村市保育所条例の一部改正

　令和４年３月３１日に船引保育所が閉所となることに伴
い、条例を改正するものであり、原案のとおり可決しました。

船引保育所
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●移辺地に係る総合整備計画の変更

　令和３年度から令和７年度までの５年間の辺地に係る総合
整備計画について、新たな事業を追加し計画を変更するもの
であり、原案のとおり可決しました。
　追加事業は、次のとおりです。

現在使用中のスクールバス

●令和３年度一般会計補正予算

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

１７億６，９７１万４千円減
（２６３億３，００９万円）

道の駅整備事業 ▲５億８，０００万円

都路町複合商業施設整備事業 ▲３億７，４６７万２千円

産業団地、東部産業団地整備事業 ▲１億９，４９４万３千円

屋内遊び場整備事業 ▲１億１，６５０万５千円

　令和３年度一般会計補正予算（第１０号）が提出され、原案のと
おり可決しました。主な内容は、次のとおりです。

◎◎ 議員発議による決議 ◎◎
３月定例会最終日において、議員発議による決議の議案１件が審議され、原案のとおり可決しました。内容は
次のとおりです。

○ ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議について

　去る２月２４日、ロシアがウクライナに軍事侵攻し、隣国の主権と領土を武力で踏みにじる暴挙に出た。こ
のことは、ウクライナ国内だけでなく、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、安全に脅威を与えるものであ
り、強い憤りを覚えるものである。また、核の使用をほのめかし、世界を恫喝するなど言語道断であり、断じ
て許すことができない。
　ロシアは４日、ウクライナ南部にある同国最大のザポリージャ原発の関連施設への砲撃をおこない、一部が
破壊された。この危険きわまりない攻撃を断固糾弾する。
万が一にも原子炉が破壊されれば、福島原発やウクライナのチェルノブイリ原発の重大事故をはるかに超える
放射能による世界規模の大惨事につながる危険がある。それは人類全体の生存を脅かす犯罪行為であり、攻撃
をただちに中止するよう強く求める。
　田村市では、全人類の共存共栄と、美しい自然と緑のこの地球を核から守るため、「核兵器廃絶平和都市宣言」
を行い、恒久平和を切望している。
　よって、本市議会は、ロシアによる前代未聞の暴挙に断固として抗議し、即時の攻撃停止と完全撤退を求め
るとともに、日本政府においては、ウクライナ残留邦人の安全確保に全力を尽くしながら、国際社会と強く連
携し、経済制裁措置を含む迅速かつ厳格な対応を行うよう強く求めるものである。
　
　以上、決議する。

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議

今回追加分
事業名

 緑小学校スクールバス購入事業
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令和4年度当初予算のあらまし

 ５４事業　 １８億４，２０２万円
◎主な事業のピックアップ

★豊かなふるさと実現事業

●地域を支える産業の振興

 １５事業　 １億９，５１０万円

ムシムシランド施設リニューアル事業 １億　７００万円

 ２６事業　 　１億５，７７０万円★地域創生事業

●激甚化する自然災害から
　市民を守る防災・減災事業

 　３事業　３，６８５万円

消防団員装備品拡充事業１，７６５万円

○その他
●夢を育てる教育の実現　　　　　　　　　　　 　           １４事業　     ９，１４０万円
●長寿と安心を支える保健 ・ 医療の充実　             １０事業　５億９，９２３万円
●みんなが力を出し合うコミュニティの構築　 　　　　　　 ５事業　　　　５，７７９万円
●市民の声と社会変化に最適な行政経営の実行　　　　７事業　８億 ６，１６２万円

◎主な事業のピックアップ

●定住・雇用戦略

 １２事業　 　７，３０８万円

小さな拠点整備事業 １，４６０万円

●関係人口創出戦略

 　４事業　　１，５５４万円

グリーンツーリズム推進事業 ２５０万円

○その他
●産業振興戦略　３事業　４，０１９万円　　　　●子育て ・ 少子化戦略　７事業　２，８８７万円

整備予定場所の保健センター

　令和４年度各会計の当初予算は、中長期的な視野に立ち、市民の皆様と共に考え、共に創り、豊か
な田村市の実現を目指すことを基本理念とした予算編成となっております。
　具体的には、災害に強く、全世代が安心して暮らすことができ、豊かで元気に笑顔で暮らせるまち
づくりを実現する取り組みを推進するため、新たに「豊かなふるさと実現枠」が設けられております。
　また、昨年度に引き続き、地域創生を推進する「地域創生枠」及びポストコロナを見据えた取組み
として「新生活創造枠」を設け、田村市総合計画の具現化に向けた各種施策を展開するとともに、社
会の変容を見据えた新たな取り組みを加えながら、SDGs の推進も盛り込み各種施策を推進する内容
となっております。



田村市議会5

　

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
」と「
予
算
常
任
委
員
会
審
査
」で
す
。

令和４年度各会計当初予算案

【一般会計総額】　　２２４億円

【各特別会計総額】　 ９７億３，３００万円

【各企業会計総額】　 ２３億４，１５０万円

【全体総額】　　　　  ３４４億７，４５０万円を可決！！

対前年比▲１４．２％

対前年比▲１．２％

対前年比　０．１％

 ３６事業　 　５億４，０４１万円★新生活創造事業

 ２２事業　 １４億８，２２３万円★復旧・復興事業

◎主な事業のピックアップ

●感染症への対応と支援策の推進

 １３事業　 ２億　７１３万円

新型コロナワクチン追加接種事業１億１，９４１万円

●地域経済の活性化と賑わいの回復

農家の意欲確保支援事業 ８００万円

◎主な事業のピックアップ

●郷土の復興

 １５事業　 ２億３，８０４万円

◎その他
●デジタル ・ トランスフォーメーション （DX)
　 の推進　　　　　　　　　８事業　９，５２３万円

イノシシ等鳥獣被害対策事業

５，７４９万円

運営体制構築 ・田村市東京リクルートセンター

田村市サポートセンター事業 ８，３０６万円

田村サポートセンター

東京リクルートセンター
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●一般会計予算の内訳 一般会計歳入歳出総額　２２４億円

歳入

（市に入って

くるお金）

①市税 ②繰入金

③その他自主財源

令和４年度当初予算額

自
主
財
源

① ３７億８，４４７万１千円

② ８億７，４２１万６千円

③ １１億１，７６５万３千円

依
存
財
源

④ ８８億４，４８４万４千円

⑤ ２０億４，４３４万 2千円

⑥ ２６億９，８５６万６千円

⑦ １９億３，６０８万９千円

⑧ １０億９，９８１万９千円

④地方交付税

⑤市債

⑥国庫支出金

⑦県支出金

⑧その他依存財源

16.9％ 3.9％

5.0％

39.5％

9.1％

12.1％

8.6％

4.9％

令和４年度当初予算額
① １億８，６６６万６千円
② ２７億６，５５７万９千円
③ ５７億９，１６３万５千円
④ ２４億４，３９８万９千円
⑤ １７億　  ２２１万４千円
⑥ ７億８，６３４万１千円
⑦ ２０億２，１６７万８千円
⑧ １２億２，４１１万１千円
⑨ ２０億８，８６５万７千円
⑩ ３１億３，３８３万１千円
⑪ １億４，２９８万３千円
⑫ １億１，２３１万６千円

歳出
（市で使う

お金）

②総務費

③民生費

⑤農林水産費 ④衛生費

⑦土木費

⑨教育費

⑩公債費

⑪諸支出金

12.4％

25.9％

7.6％
10.9％

9.0％

9.3％

14.0％

0.6％

①議会費

0.8％

⑥商工費

3.5％

⑧消防費

5.5％

①議会費①議会費

⑫その他 0.5％

○歳入内訳

令和４年度予算総額 割　合
自
主
財
源

５７億７，６３４万円２５．８％

依
存
財
源
１６６億２，３６６万円７４．２％

○歳出内訳
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○令和４年度各特別会計予算

会計名称 令和４年度当初予算額 対前年比

特
別
会
計

国民健康保険 ３８億４，０７０万円 ４．６％
介護保険 ４７億４，３００万円 ▲４．０％
後期高齢者医療 ４億５，７１０万円 ７．１％
滝根町観光事業 ４億９，９７０万円 ▲１７．７％
診療所事業 １億９，２５０万円 ▲３．８％

会計名称 令和４年度当初予算額

水
道
事
業

収益的収支 ６億５，３００万円
資本的収入 ２億２，７６６万３千円
資本的支出 ４億６，４４７万円

公
共
下
水
道
事
業

収益的収入 ５億８，８２０万円
収益的支出 ６億    ６０７万５千円
資本的収入 ３億１，４６５万５千円
資本的支出 ５億　 １４３万４千円

病
院
事
業

収益的収支 １億１，３１０万１千円

資本的収支 ３４２万１千円

○令和４年度各企業会計

※収益的収支とは・・・
　経営活動によって発生する収入と
支出のことをいいます。具体的には、
収入では使用料などの料金収入が、
支出では施設の維持管理費や減価償
却費などが該当します。

※資本的収支とは・・・
　施設の建設改良に関する投資的な
収入と支出のことをいいます。具体
的には、収入では国庫補助金や企業
債が、支出では施設の建設改良費・
企業債返還金が該当します。

予算常任委員会で集中審査。議論白熱の６日間！！ 予算常任委員会
委員長　安瀬　信一令和３年度補正予算９件と令和４年度当初予算９件の合計１８議案を審査

新年度予算に道の駅に関する予算が計上されていな
いが、新年度は事業を行わないということか。

（建設課）Ａ
現在、建設予定地等について検討しているところで
あり、現段階において、予算を計上するまでの段階
に至っていないため、予算計上はしておりません。

Ｑ

予算常任委員会審査状況

令和４年度一般会計当初予算

Ａ

消防団員報酬を全国自治体で足並みを揃えて実施す
るよう要請に対する市の対応は。

（生活環境課）
令和４年度において、他自治体の動向を注視しなが
ら検討を行ってまいります。

Ｑ

グリーンパーク都路の指定管理料が前年度と比較
し、増額となっているが、その理由は。

（観光交流課）Ａ
令和３年度にスポーツ広場の芝生化を行い、令和４
年度から維持管理が必要となるため、前年度と比較
すると増額計上となっております。

Ｑ

（こども未来課）

令和４年４月から開所となる星の森保育園の給食費
の保護者負担分に対する補助は。

Ａ
給食費補助は、１人４，８００円の補助についての
み計上しており、上限金額を超える差額分について
の助成は考えておりません。

Ｑ
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※意見が分かれた議案について掲載しました。
３月定例会賛否一覧表

○：賛成　●：反対

議案第２号の採決の様子

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：

反
対

改革未来たむら 市民の会 市民 net
たむら 政友会 至誠会

無
会
派

議員名

佐
　
藤
　
重
　
実

安
　
瀬
　
信
　
一

石
　
井
　
忠
　
重

吉
　
田
　
文
　
夫

大
　
橋
　
幹
　
一

長
谷
川
　
元
　
行

橋
　
本
　
紀
　
一

二
　
瓶
　
恵
美
子

白
　
石
　
勝
　
彦

菊
　
地
　
武
　
司

石
　
井
　
忠
　
治

渡
　
邉
　
照
　
雄

遠
　
藤
　
雄
　
一

猪
　
瀬
　
　
　
明

照
　
山
　
成
　
信

半
　
谷
　
理
　
孝

遠
　
藤
　
正
　
德

大
和
田
　
　
　
博

土
　
屋
　
省
　
一

木
　
村
　
高
　
雄

議案第 2号
 田村市個人情報保護条例の
 一部を改正する条例

原案
可決 17： 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇〇〇〇●

議案第20号
 令和４年度田村市一般会計
 予算について

原案
可決 18： 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇〇●

〇

〇

　賛　成　討　論 二瓶　恵美子　議員

　反　対　討　論 木村　高雄　議員

　令和４年度田村市一般会計予算については、本会議での審議の過程で討論が行われ、採決の結果、原案の
とおり可決しました。
　討論の内容は次のとおりです。

●令和４年度田村市一般会計予算について

本案について５つの理由から反対する。
　１つ目は市職員の人事評価制度である。評価基準や評価方法等に課題があることやコロナ禍・災害等による業務量増加
があるため制度を廃止すべきと考える。
　２つ目は、マイナンバー制度である。制度開始以降、情報漏えい等の問題や１つのカードに多くの情報を集約すること
は情報漏えいの危険性を高めると考える。
　３つ目は、船引保育所が閉所、星の森保育園が民設民営で開所となり、コストカット等によって人件費の削減による保
育の質の低下や給食費の保護者負担増となるためである。
　４つ目は、地域性や立地条件に関係なく、消火栓に格納箱を設置していないことである。身近な災害から市民を守るこ
とができないと考えるためである。
　５つ目は、長寿者褒章条例施行規則の中で１００歳となった生活保護受給者や生活困窮者の中で滞納がある方へは褒賞
金を支給しないことである。近隣自治体では実施していないため是正する必要があると考える。
　以上の５つの理由から反対する。

本案は、
　６日間にわたって行われた予算常任委員会において、各所管課から詳細な説明を受け、審議を行い、予算常任委員長か
ら報告があったとおり可決すべきと委員会の中で決したものである。
　また、本予算を可決することにより、新年度当初から適切な予算執行と事務事業を開始することができ、市民への安心
とサービスを提供することが可能となる。
　以上のことから賛成する。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
代
表
質
問
」
と
「
一
般
質
問
」
で
す
。

市政を問う！！

※代表質問や一般質問の方の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで読み取ると、ユー
　チューブの録画映像にアクセスできますのでご活用ください。

２名の方が代表質問、９名の方が一般質問しました。
　市政全般について各会派を代表し、質問することが代表質問。議員個々で様々な課題等について質
問することが一般質問です。議員は政策提言も含めて質問することができます。ここでは、質問項
目（下表）を議員ごとに２問まで掲載しております。その他の質問内容につきましては、田村市議会
YouTube ページをご覧ください。

市政全般

代表
令和４年度当初予算と事務事業について 菊地　武司議員 P10
継続事業の現状と進捗について 〃 〃
事業検証のため停止した事業の費用について 遠藤　正德議員 〃

一般

再生エネルギーの将来像について 白石　勝彦議員 P11
令和４年度の市政運営について 二瓶恵美子議員 P12
白石市長就任後における新規事業の評価・検証と新年度事業
展開について 石井　忠治議員 P13

成人年齢の引き下げについて 土屋　省一議員 P15

代表 ・ 一般質問

まちづくり 一般 定住促進について 半谷　理孝議員 P14

安心・安全 一般
国・県道の拡幅改良について 照山　成信議員 P12
生活道路の改良について 半谷　理孝議員 P14

保健・福祉 一般

高齢者福祉対策について 吉田　文夫議員 P11
子育て支援について 二瓶恵美子議員 P12
田村市のコロナウイルス感染症対策について 照山　成信議員 〃
コロナ対策について 渡邉　照雄議員 P13
新型コロナウイルス感染症対策について 木村　高雄議員 P14

教育 一般 屋内運動場について 吉田　文夫議員 P11

産業・観光

代表 たむらスマイル商品券について 遠藤　正德議員 P10

一般

木質バイオマス発電について 白石　勝彦議員 P11
農業振興策の効果及び新たな支援策について 石井　忠治議員 P13
市内の観光事業について 渡邉　照雄議員 〃
旧住友大阪セメント汚染土壌の早期搬出について 木村　高雄議員 P14
エコノミックガーデニング事業について 土屋　省一議員 P15

☆田村市議会ユーチューブチャンネル☆

 　https://www.youtube.com/channel/UCRFbbXHGcxXZ__l9RSphuTQ
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商品券の構成と市民ニー
ズのズレと考えます。

　市民病院は、現在のところ、追加経費は発生して
おりませんが、新しい市民病院の移転開院は、令和
６年度から令和７年度にずれ込む見込みで、現病院
の土地等賃借料約６，０００万円を負担することに
なります。
　都路町複合商業施設の計画に対し実施した業務
と費用は、敷地測量業務に９６７万７，８００円、
敷地設計業務に４０８万８，７００円等、総額１，
６２６万３，５００円で、財源はすべて一般財源で
す。また、建設予定地であった地権者に対する令和
３年産米の作付補償については交渉中で、年度内に
補償費の支出をする予定です。
　道の駅建設の計画に対し実施した業務と費
用は、管理運営・施設整備等計画策定業務に
２，５４７万６，０００円、敷地造成実施設計
業務に９９９万９，０００円、用地測量業務に
９３１万４，８００円等、総額７，７３５万６，５００
円で、財源は公共施設等整備基金が４，４４０万円、
一般財源から３，２９５万６，５００円です。

Ａ（市長）

生活環境課内に設
置します。

　工事等の進捗状況は、すでに屋根の解体工事を発
注しており、本年３月に完了する見込みです。屋根
の補強設計は、現設計者に検討を依頼しており、本
年３月までの完了を目標に複数の補強案を比較検討
しております。また、工事再開の課題であった設計
者と施工者の信頼関係の回復や市の管理・調整・技
術の不足等の対応として、コンストラクション・マ
ネジメント業務（※１）を委託することとしており、
現在、業務内容の精査と委託先の検討を進めており
ます。
　今後の展開は、屋根の解体工事及び補強設計業務
が完了次第、葺き替え工事に着手し、内外装工事、
遊具設置工事を進め、可能な限り早期の完成を目指
して進めてまいります。

Ａ（市長）

屋内遊び場

至誠会
　遠藤　正德議員

市民 net たむら
　菊地　武司議員

危機管理部署設置
の考えは。

予約販売数が伸び悩
んだ要因は。

事業検証のため計画を停止した「たむら市民病院」
の施工期間延長に伴う費用、「都路町複合商業施設」
及び「道の駅」建設計画に伴い実施した事業の費用
総額は。

Ｑ

屋内遊び場についての進捗と今後の展開は。Ｑ

　防災、減災、国土強靭化の取り組みは、田村市地
域防災計画、田村市国土強靭化地域計画等、各種計
画に基づき取り組んでおります。来年度は、災害時
対応訓練として、職員による手順等を確認する避難
所設営訓練を行うとともに、市民一人ひとりの防災
意識の高揚のために「自主防災組織」の体制を強化
する取り組みとして、行政区など地域単位での災害
前後の避難や対応など訓練の必要性、大切さについ
て講演会を開催する予定です。
　さらに、集合屯所、防災倉庫の整備や装備品の拡
充など資機材の充実を図ることで、行政と地域が一
体となった防災体制の構築、新たな組織づくりや組
織の育成支援を継続する取り組みを強化してまいり
ます。
　危機管理部署の設置は、あらゆる危機から市民を
守るため、これまで以上に情報集約・共有化を図り、
危機に迅速かつ的確に対応するため、危機管理室を
生活環境課内に設置し、危機管理体制の強化を図る
予定です。

Ａ（市長）

減災、防災国土強靭化の取り組みと危機管理部署の
設置は。

Ｑ

たむらスマイル商品券

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

代　表　質　問

たむらスマイル商品券について 令和 4年度当初予算と事務事業について

継続事業の現状と進捗について

事業検証のため停止した事業の費用について

　飲食店専用券を含めた商品券の構成と市民ニーズ
とのズレが主な要因と分析していますが、重点に掲
げていた飲食店支援については、専用券総額を超え
る利用があり想定以上の効果が得られたと考えてお
ります。

Ａ（市長）

予約販売数が計画の半分程度であった要因は。Ｑ

その他
・田村市屋内遊び場について
・新型コロナワクチン接種について質問を行いました。

※１　企画、設計、発注、工事、引き渡しの各段階において、マ
ネジメント技術を使って「スケジュール管理」「コスト管理」「品
質管理」「情報管理」などを行う業務のこと。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
一
般
質
問
」
で
す
。

その他
・一般廃棄物の適正処理について
・移住定住促進事業について
・農業振興策について　質問を行いました。

企業の受入状況に応じて
周知してまいります。

　市として、事業者に引き続き日頃の運転状況等の
情報について一層積極的に発信するよう、働きかけ
を行うなど、立て看板やのぼり旗が一日でも早く撤
去されるよう取り組んでまいります。
　事業者は操業以来、住民や各種団体、国・県等、
林業関係などの数多くの施設見学者を受け入れてお
り、引き続き小中学生の見学も積極的に受け入れる
意向であると聞いておりますので、市としても周知
を図ってまいります。

Ａ（産業部長）

必要性について検
討してまいります。

　現在、市が災害時に開設できる避難所は５３か所
あり、そのうち福祉避難所は１１か所あります。
福祉避難所は、高齢者や障がいのある方、妊婦など
援護が必要な方、いわゆる要援護者に配慮した、バ
リアフリー、多機能トイレ、車いすスロープ等の備
えがある避難所であり、通常の避難所では避難生活
に支障をきたす避難者がいる場合に開設しておりま
す。
　令和２年度の相談件数は、施設入所、介護保険
及び認知症などに関する総合相談が延べ３，２５４
件、虐待や成年後見制度などに関する権利擁護の相
談が延べ４７９件となっており、ひとり暮らし高齢
者や認知症高齢者の増加により相談件数は年々増加
傾向にあります。

Ａ（保健福祉部長）

福祉避難所 （船引保健センター）

　白石　勝彦議員 　吉田　文夫議員

都路屋内運動場建
設の考えは。

バイオマス発電所の
施設見学の計画は。

①立て看板や旗を一掃できる時期は。
②木質バイオマス発電所の説明会を行う計画は。

Ｑ

①災害時に、障がい者、高齢者、妊婦など支援が必
　要な人を受け入れる福祉避難所の開設は。
②地域高齢者見守り支援と地域包括支援センターや
　市の介護保険担当窓口への相談件数と内容は。

Ｑ

　市のスポーツ施設のほとんどが、町村合併前に整
備建設されたものであり、今後、施設を維持してい
くためには順次老朽化対策を行いながら限られた財
源の中で適正かつ効率的な整備が求められます。
　また、現在体育協会に加盟しているゲートボール
団体は３３団体、２０２人で、５年前の４９団体、
３２０人から減少していることもあり、施設建設に
関しては、遊休施設の利活用や、地域のゲートボー
ル競技人口の推移を見ながら総合的に判断し、その
必要性について検討してまいります。

Ａ（市長）

都路町への屋内運動場建設について市長の考えは。Ｑ

桧山高原風力発電

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

一　般　質　問

再生エネルギーの将来像について 屋内運動場について

高齢者福祉対策について

木質バイオマス発電について

①

②

　太陽光発電、木質バイオマス発電、風力発電によ
る発電量は合計で１憶７，０５２万１，１２３kw と
想定されており、市民が必要な電気量は、本年１
月１日現在の１２，２１８世帯で換算すると年間で
６，３３６万２，５４８ＫＷｈとなります。
　現行の田村市新エネルギー計画が本年度で計画期
間満了となることから、国・県が目指す、脱炭素社
会の実現及び再エネ導入率１００％の達成に向け、
今後、市が策定する予定の「地域まるごと省エネ計
画」に基づき再生可能エネルギーの推進を図ってい
く予定としております。
　なお、太陽光、風力、太陽熱、バイオマス発電が
現時点で有効なエネルギーと考えていますが、国が
進める福島イノベーションコースト構想（※２）に
基づくエネルギー施策との整合や田村市地域特性等
を踏まえ、自然環境や景観等のバランスに配慮する
とともに、市民が安心して暮らせる電力の安定供給
ができるよう、エネルギー施策を検討してまいりま
す。

Ａ（総務部長）

①市内の各発電所の発電量と田村市民の必要な電力
　量は。
②ＳＤＧｓの観点から田村市の最適発電システムの
　将来像は。

Ｑ

①

②

①

②

※２　東日本大震災及び原子力災害によって被害
の受けた浜通り地域等の産業を回復するために新
たな産業基盤構築を目指すプロジェクトのこと。
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食料やパルスオキシメー
ターを届けています。

保育内容や実費徴収額が
異なる場合があります。

　星の森保育園の利用条件のうち、保育料について
は公立保育所と同様ですが、市の助成額を超える給
食費、文房具費や行事費などの実費徴収分について
は異なる可能性があります。
　また、委託後の船引保育所は、給食や各種行事が
充実して行われておりますので、その特徴はそのま
ま引き継がれるものと承知しており、市営保育所と
は保育内容の違いも生じるものと考えます。

Ａ（保健福祉部長）

星の森保育園 （船引字屋頭清水地内）

　照山　成信議員 　二瓶　恵美子議員

市営保育園との運
営の違いは。

自宅療養者への対
策は。

「星の森保育園（※３）」の利用対象者の条件など市
営保育所運営との違いは。

Ｑ　道路の利用状況、用地協力を含めた地域の合意形
成の状況等を総合的に見極めながら、優先度の高い
箇所から事業を進めており、県、市及び地元代表者
の方々とともに現地立ち合いを行い現状を確認して
おります。本年度は、権利者調査を実施し、引き続
き整備手法を検討するため状況を把握していくと
伺っております。
　昨年１０月に開催された、県とのまちづくり意見
交換会において、要望調書を提出し、検討をお願い
したところであり、今後も随時、事業進捗を確認し
ながら拡幅改良を引き続き要望してまいります。

Ａ（建設部長）

①国道３４９号の新舘交差点から二本松市（杉沢）
　堺までの拡幅改良の現状は。
②９月定例会後の国県対策は。

Ｑ

　本年４月から、企画調整課の設置をはじめ、生活
環境課内に危機管理室及び農林課内に林業係の設置
と保健福祉部内の再編を行い、市の組織体制の見直
しを行ってまいります。
　企画調整課の設置は、経営戦略室を廃し、総合計
画や過疎地域計画等の市の将来を見据えた企画等を
行う企画調整係と市外からの移住・定住業務を中心
とした地域振興に取り組む地域振興係を配します。
　危機管理室は、あらゆる危機から市民を守るた
め、これまで以上に情報集約・共有化を図り、危機
に迅速かつ的確に対応するために配します。
　林業係は、市の木材・林産物の利活用の復活、こ
れらを通じた地域再生を目的とし、中長期を見据え
た森林整備・林業振興の充実を図るため、農林整備
係を農地整備係と林業係に再編します。
　保健福祉部内の再編は、子どもの健やかな成長と
発達支援の連携強化を図るため、保健課母子保健の
業務をこども未来課子育て応援係へ移行します。

Ａ（市長）

新たに新設される部署の名称、目的、業務内容は。Ｑ

３４９号線 （船引町新舘地内）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　市では県中保健所と連携し、２月１０日までに
２９世帯４７人の自宅療養者に食料やパルスオキシ
メーター（※４）を届けております。加えて、２月
７日からは市の保健師、看護師を県中保健所に、２
月８日からは郡山市保健所にそれぞれ職員２人を派
遣し、健康管理業務などを支援しております。
　これまでも新規陽性者の数や発症日、濃厚接触者
の有無、ＰＣＲ検査の実施状況など、県中保健所か
らの情報提供を受け、市として陽性者数を把握・公
表してまいりました。いずれの自治体でも県の指示
の下、同様の対応をしており、陽性者へも配慮しな
がら、現状の公表方法、内容を継続してまいります。

（保健福祉部長）Ａ

一　般　質　問

①

②

新型コロナウイルス感染症対策について 令和４年度の市政運営について

子育て支援について

国・県道の拡幅改良について

その他
・観光行政について　　　質問を行いました。

①市の自宅療養者への対策は。
②市民との感染状況の共有は即刻詳細に行うべきと
　思うがその対策は。

Ｑ

その他
・農業の復興について
・歩道橋設置について
・小中学校におけるコロナウイルス感染症対策に
　ついて　質問を行いました。

①

②

※３　星総合病院が令和４年４月から
開所する保育園のこと。

※４　動脈血酸素飽和度と脈拍数を採血す
ることなく、指先などに光をあてることに
よって測定する装置のこと。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
一
般
質
問
」
と
「
請
願
陳
情
の
お
知
ら
せ
」
で
す
。

本年７月完了を目途に進
めていきます。

キャッシュレス商品券事
業を検討しております。

　販売目的のさつまいも栽培作付面積は６．８ｈ
ａ、生産戸数は２０戸です。
　貯蔵施設の利用実態は、ＪＡ取扱いの受入総量が
７３ｔで、うち即出荷が６．８ｔ、キュアリング（※
５）施設利用が６６．２ｔであり、販売額は、現在
出荷中であることから精算は済んでおりません。
　課題として、施設の利用促進のため、生産者の作
付や収穫に係る機械整備が必要と認識しており、打
開策として、来年度、市がさつまいも生産に必要な
機械を導入し、生産者へ貸し出す事業を実施したい
と考えており、今後もＪＡや県等と連携しながら、
産地形成に向けた生産者支援を講じてまいります。

Ａ（産業部長）

サツマイモ貯蔵施設

公明党
　渡邉　照雄議員 　石井　忠治議員

新年度の事業展開
は。

ワクチン３回目接
種の完了時期は。

本年度の甘藷（かんしょ）栽培実績と貯蔵施設の利
用実態と課題及び打開策は。

Ｑ

　２月９日現在の換金状況は全体で９４．３％、金
額ベースで３億９，６１３万７，０００円の利用があ
り、特に飲食店・宿泊業については、専用券総額を
超える利用があり、制度設計で新たに専用券を設け
た目的と効果はもちろんのこと、地域全体の経済活
動の活性化に寄与したものと考えております。
反省すべき事項は、商品券予約販売で完売に至らな
かった点であり、市民ニーズとのズレに加え、予約
方法が新しい生活様式に馴染まなかったことが要因
であると分析しており、今後の施策に生かしてまい
ります。
　新年度の事業展開については、人との接触を減ら
して電子決済を促進するためのプレミアム付キャッ
シュレス商品券事業を実施したいと考えており、商
工会等と意見交換を行いながら経済効果が最大限に
発揮されるよう進めてまいります。

Ａ（市長）

たむらスマイル商品券の評価・検証と新年度の取り
組みは。

Ｑ

桧山高原

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

一　般　質　問

コロナ対策について 白石市長就任後における新規事業の評価・検証と
新年度事業展開について

農業振興策の効果及び新たな支援策について

　２月１０日現在で２回目接種を完了した方は
３０，００７人で、接種率は９２．４％で、３回目接
種は、本年７月完了を目途に進めてまいります。
　子どもへの接種は大人同様、３週間の間隔を開け
２回接種をすることとされております。市では３月
から約１，７４０人の対象者へ、集団接種と個別接
種の併用により順次接種を開始できるよう、接種券
の発送準備や医療機関との調整を行ってまいりまし
た。先般、国からファイザー製のワクチンが今月末
から供給開始となる旨の連絡がありましたので、そ
の供給量に応じて適宜実施してまいります。

Ａ（保健福祉部長）

①３回目ワクチン接種完了時期は。
②５歳から１２歳未満の子どもに対するワクチン
　接種は。

Ｑ

①

②

市内の観光事業について

　桧山高原は眺望がよく、豊かな自然の中で野外活
動が楽しめる場所として、以前は４輪駆動車のイベ
ントのほか、ハイキングやキャンプなど、多い時は
年間７，０００人を超える利用者に親しまれており
ました。原発事故の影響により、利活用が中断して
おりましたが、令和元年度以降、池の雑草・雑木除
去や牧草地の再生整備を行い、元の眺望の良い景観
を取り戻しつつあります。来年度以降、観光地とし
ての利活用を図るため、地元観光協会などと連携
し、計画づくりに着手してまいります。
　田村市生涯学習等複合施設は、建設予定地が浸水
想定区域となったため、新たな候補地の選定に鋭意
取り組んでまいりましたが、現段階でまだ適地選定
に至っていないため、今後も引き続き適地の検討を
行い、建設候補地に関して方向性が見えるように
なった時点で報告させていただきます。

Ａ（市長）

①桧山高原の位置づけは。
②生涯学習等複合施設について。

Ｑ

①

②

※５　サツマイモを大量貯蔵する方法の一つで、
適切な温度・湿度で貯蔵することにより、甘みを
増すことができる貯蔵方法。
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昨年中は１７４人の
転出超過です。

　経年劣化の場合は、市が負担し、財源は一般財源
となります。
　大雨等自然災害の場合は、基本的に市が負担いた
しますが、被害規模や被害額によっては、補助事業
の対象となり、財源は一般財源と国・県等の補助金
となります。
　除雪や公共工事における重機の操作ミス、交通事
故やいたずら、事業者による木材や石材等の運搬時
の荷物落下による場合は、原因者の負担で原形に復
旧していただきます。

Ａ（建設部長）

早期搬出の働きかけを
行います。

　田村市産業団地造成に伴う六価クロム化合物等の
汚染土壌については、住友大阪セメント株式会社が
一部県外の汚染土壌処理施設に搬出しており、産業
団地の隣接地に残り５１，０００㎥を土壌汚染対策
法に則り、遮蔽シート設置等の漏出対策を行って一
時保管しております。
　搬出については、同社が経営状況を踏まえなが
ら、自社の負担により搬出していくこととしてお
り、周辺住民の皆様が安心して生活できるよう、市
としても、早期搬出に向け働き掛けを進めてまいり
ます。

Ａ（産業部長）

　半谷　理孝議員
日本共産党
　木村　高雄議員

汚染土壌の早期搬
出は。人口流出の現況は。

壊れた原因や責任が異なる場合の費用負担及び財源
は。

Ｑ
汚染土壌搬出計画書の提出を求め、早期搬出を要求
すべきと思うが、市の考えは。

Ｑ

　県では、ドラッグストアや医療機関等の協力を得
て、本年当初から無料のＰＣＲ検査や抗原検査を
行っております。これは県が希望を募り要件を満た
す施設が実施しているもので、市内でも３店舗が対
応しており、１月１６日から２月７日までの間に
３２件の検査を実施したと伺っております。この
他、市外の無料検査所に出向いている市民もあると
思われますが、県がその数を公表していないため全
体の把握はしておりません。
　従来の保健所による一貫した監視体系から、当事
者の判断による対応に変更された部分もあります
が、発症した場合の対応については、従来通り、県
の受診・相談センターやかかりつけ医へ相談してい
ただき、医療機関を受診し必要に応じてＰＣＲ検査
を受検することとなっております。市の相談専用ダ
イヤルにも、症状がある、症状はないが不安だとい
う相談をいただきますが、状況に応じた助言を行う
とともに、無症状の場合はできる限り自宅待機をす
るよう指導しております。

Ａ（保健福祉部長）

①県が実施している「感染拡大傾向時の一般検査事
　業」に対する市の対応は。
②濃厚接触者、症状がある場合の相談窓口体制は。

Ｑ

空き家の窓口 ( テラス石森内）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　５年前の平成２８年中の転入者は７８４人、転
出は１，０８３人で、２９９人の転出超過となって
おります。昨年中の転入者は８１１人、転出者は
９８５人で１７４人の転出超過となり、５年前と比
較すると転出超過数は１２５人減少しております。
　なお、昨年中の転入者において介護施設入居者の
うち特別養護老人ホームで他市町村から入所された
方は５５人です。
　市内の空き家等の利活用に向けて、空き家バンク
の充実を図り、その情報を多くの方へ発信すること
が重要と考えますので、現地調査に携わる地域おこ
し協力隊の増員や「空き家の窓口」の体制強化に努
めてまいります。
　荒廃農地対策として、これまで国・県補助事業を
効果的に活用しながら、市の単独事業と合わせて取
り組んでまいりましたが、田村市空き家に付随した
農地の別段面積取扱要綱などの運用による、空き家
と農地のセットによる定住者獲得等を進めること
で、効果的な荒廃農地対策を進めてまいります。

（市長）Ａ

一　般　質　問

定住促進について 新型コロナウイルス感染症対策について

旧大越住友大阪セメント汚染土壌の早期搬出について
生活道路の改良について

①

②

①田村市の人口流出の現況と５年前との比較及び介
　護施設入居者は。
②空き家・荒廃農地対策は。

Ｑ

①

②

ワクチンコールセンター
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
各
常
任
委
員
会
活
動
報
告
」
と
「
第
１
回
・
２
回
臨
時
会
」
で
す
。

適期の情報提供や経営変
革の推進と考えます。

　成人年齢の引き下げにより、大きく影響があるの
は、契約行為、戸籍等の窓口対応、成人式の３点と
認識しております。
　契約行為については、市の消費生活センターにお
いて、悪質業者に狙われるなど消費者トラブルに巻
き込まれることを防ぐため、チラシや広報紙、ＳＮ
Ｓ等の媒体を活用し注意喚起を行っております。ま
た、船引高校の生徒に直接チラシを配布するなど、
引き続き工夫をしながら啓蒙に努めてまいります。
　戸籍等の窓口対応については、１８歳から親の同
意なしで婚姻届を受理することになります。また、
分籍（※７）や国籍取得なども１８歳に引き下げら
れます。一方、養子縁組や国民年金加入年齢など
２０歳からとしているものもあることから、各種届
出等の受付に際し、誤り等がないよう厳格に対応す
るとともに、広報紙等で周知に努めます。
　成人式については、アンケート調査の結果、２０
歳での開催を求める声が多いことから引き続き２０
歳を対象に実施することとし、既に広報紙等におい
て周知しております。

Ａ（副市長）

令和４年成人式

　土屋　省一議員

事業成功への課題
とキーポイントは。

市として必要な対応策と課題は。Ｑ

　本事業は、田村市の経済環境と市内事業者の変化
に応じて計画していくことが重要であり、このため
実態調査に基づく現状把握とニーズに即した支援戦
略を構築することが成功のキーポイントであると考
えております。
　課題については、事業者が必要とする情報を適期
に提供できるか、経営者による経営変革をいかに推
進していくかであると考えております。
　そのためにも、まずは、各種経済団体をはじめ、
金融機関や公的機関、民間団体など本市と関わる人
的資源を最大限に活用した体制づくりを行い、市内
事業者活性化に求められる支援戦略の構築に向け進
めてまいります。

Ａ（市長）
成功に導くためのキーポイント及び課題は。Ｑ

録画映像は
こちらから

一　般　質　問

エコノミックガーデニング（※６）事業について

成人年齢の引き下げについて

　請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権
利として、公の機関に対して要望を述べる行為で、
必ず紹介議員を要しますが、誰でも提出すること
ができます。陳情とは、事実上の行為として議員
の紹介なしで提出するものです。

請願・陳情のお知らせ

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参し
てください。なお、定例会開会の５日前（土
日祝日を除く）に開かれる議会運営委員会
前日午後５時までに受付したものは、当該
定例会で審議するかどうかを議会運営委員
会で判断しますが、それ以降に受付したも
のは、次の定例会前の議会運営委員会で審
議するかどうか判断することになります。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案
文を添付願います。

請願（陳情）書
　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
　田村市議会議長　○○○○　様
　　　  　請願者　住所　○○○○○○○○
　　　　（陳情者）  氏名　○○○○○  印
　　　　（連絡先）  電話番号　○○○○○○○○
　　　　紹介議員　○○○○（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　※陳情の場合は不要

　　（件名）　○○○○について
      請願（陳情）要旨　○○○・・・・
　　請願（陳情）事項　○○○・・・・

【記載例】

※６　地元中小企業が活躍できる環境を整え、地域
経済の担い手となる新たな人材を育成することによ
り、地域経済を活性化させる政策のこと。

※７　戸籍を分けて、新たに戸籍を作ること。
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産業建設常任委員会
委員長　遠藤　正德

議案３件を審査し、すべて可決すべきものと決定

総務文教常任委員会
委員長　菊地　武司議案５件を審査し、すべて可決すべきものと決定

市民福祉常任委員会
委員長　橋本　紀一

議案６件を審査し、すべて可決すべきものと決定

各委員会活動報告

※８　フライングディスクを使用したアメリカン
フットボールに似た競技で、7 人構成のチームが攻
撃と守備に分かれて対戦する。

ムシムシランドリニューアル事業プレーパーク整備
事業の施工年度及び事業費の変更になった理由は。

事業年度が重複する点があるため、事業年度を令和
４年度から令和５年度へ変更となりました。
事業費の変更は、施工監理委託業務などを含めたた
め事業費の変更となりました。

常葉辺地に係る総合整備計画の変更

Ａ（経営戦略室）

Ｑ

辺地に係る総合整備計画について、新たに事業を加
えた計画を変更するもので、審査中の質問内容は次
のとおりです。

田村市過疎地域持続的発展計画の変更

高齢者福祉センターと老人福祉センターの違いは。Ｑ

Ａ（経営戦略室）
高齢者生活福祉センターは大越町のみどり荘を指し
ておりますが、老人福祉センターの定義に当てはま
らないことから新たに追加いたしました。

過疎債を有効活用するための計画の変更を行うもの
であり、審査中の質問内容は次のとおりです。

支援員の確保と芦沢小学校に学童保育がな
かった理由は。

（こども未来課）
委託運営事業所により支援員の確保と開設準備に向
けた準備を行っております。
設置されていなかった理由は、利用希望者が開設の
基準である５名に満たなかったためです。

田村市放課後児童健全育成条例の一部改正

Ｑ

Ａ

未就学児で軽減の対象となる人数と予算は。

（市民課）
１２月末の試算では、対象者が１２１人で予算は
１２１万円と算定しております。

田村市国民健康保険税条例の一部改正

Ｑ

Ａ

芦沢小学校の学童保育新規開設に伴い、改正を行う
もので、審査中の質問内容は次のとおりです。

国民健康保険法施行令の改正伴い、改正を行うもの
で、審査中の質問内容は次のとおりです。

天然芝グラウンドの活用方法は。

県内唯一のアルティメット（※８）競技場として、
大会や合宿等の誘致及び誘客を図ります。

田村市グリーンパーク都路条例の一部改正

（観光交流課）

Ｑ

Ａ

利用料の算出方法及び根拠は。Ｑ

ランニングコスト、イニシャルコスト及び類似施設
の利用料等を参考にして利用料を設定しました。

（観光交流課）Ａ

グリーンパーク都路スポーツ広場の一部を天然芝グラ
ウンドに整備したことに伴い、施設利用料を規定する
ため条例を改正するものであり審査中の質問内容は次
のとおりです。

所管事務調査
２月２２日に、「古道ライスセンター」及び「米流
通合理化施設」について、現地調査を実施しました。

所管事務調査
２月２２日に、「屋内こども遊び場の現状と予定」
について、現地調査を実施しました。

所管事務調査
２月２２日に、「行政組織の見直し」及び「生涯学
習等複合施設」について、所管事務調査を実施しま
した。



田村市議会17

　

最
終
ペ
ー
ジ
は
、「
若
者
の
声
」、「
市
民
の
声
」、
６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
で
す
。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

２億７，２９７万３千円増
（２６６億３０６万３千円）

福島県沖地震災害復旧事業（市道） ８，２８０万円

福島県沖地震災害復旧事業（農地・農業用施設） ３，５７０万円

○一般会計補正予算（第１１号）の主な内容

　令和４年第１回臨時会が１月１４日に招集され、白石市長から一般会計補正予算が提出され、原
案のとおり可決しました。主な内容は下記のとおりです。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

２億５，２９２万８千円増
（２８０億９，９８０万４千円）

①原油高騰対応生活困窮世帯緊急補助事業 ９７５万円

②子育て世帯臨時特別給付金事業 ２億３，３９２万８千円

③子育て世帯臨時特別給付金事業
　（②事業に該当しない世帯が対象） １，０２０万円

○一般会計補正予算（第１０号）の主な内容

第１回臨時会のあらまし

※意見が分かれた議案について掲載しました。
第２回臨時会賛否一覧表

○：賛成　●：反対

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：

反
対

改革未来たむら 市民の会 市民 net
たむら 政友会 至誠会

無
会
派

議員名

佐
　
藤
　
重
　
実

安
　
瀬
　
信
　
一

石
　
井
　
忠
　
重

吉
　
田
　
文
　
夫

大
　
橋
　
幹
　
一

長
谷
川
　
元
　
行

橋
　
本
　
紀
　
一

二
　
瓶
　
恵
美
子

白
　
石
　
勝
　
彦

菊
　
地
　
武
　
司

石
　
井
　
忠
　
治

渡
　
邉
　
照
　
雄

遠
　
藤
　
雄
　
一

猪
　
瀬
　
　
　
明

照
　
山
　
成
　
信

半
　
谷
　
理
　
孝

遠
　
藤
　
正
　
德

大
和
田
　
　
　
博

土
　
屋
　
省
　
一

木
　
村
　
高
　
雄

議案第 34号
 市長等の給与及び旅費に関
 する条例の一部を改正する
 条例

原案
可決 11： 7 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

棄
　
権
● ● ● 〇 〇 〇●●●〇〇

第2回臨時会のあらまし
　令和４年第２回臨時会が３月２９日に招集され、白石市長から条例の一部改正１件及び３月
１６日に発生した福島県沖地震の災害対応に係る補正予算３件が提出され、原案のとおり可決し
ました。
　なお、条例の一部改正については、「下水道事業受益者負担金の不適切な事務処理をめぐる責任
の所在を明らかにするため、市長自らの給与を１か月間、２０% 減給する内容であるが、この不
適切な事務処理に関する事案に関しては、慎重なる議論や市民に対する理解をさらに深めたうえ
で、改めて決断すべきであり、今回の改正案の提出は時期尚早」との反対討論がありました。起立
採決の結果、賛成多数で可決となりました。
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６月１３日（月）初日（招集日）　会期の決定、提案理由の説明など
６月１５日（水）代表質問
６月１６日（木）一般質問
６月１７日（金）一般質問
６月２０日（月）一般質問

６月２１日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託各常任委員会審査
６月２２日（水）予算常任委員会審査
６月２４日（金）最終日　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

シリーズ 若者の声シリーズ 市民の声

　私は船引高校で「デュアル実習」という科目を履修していま
す。これは、週に１回田村市内の企業で働くことにより、単位
を修得することができるものです。
　私は２年時の半年間、田村市役所で実習を行いました。その
中で特に印象に残ったことは、高齢福祉課で行ったポスター作
成です。高齢者向けのポスターだったため、見やすく内容が分
かりやすいものになるように意識し作成したところ、私のアイ
ディアが実際に使われることとなりました。
　この体験を通し、企画を考える大変さや情報を分かりやすく
伝える難しさを学ぶと同時に、ちょっとしたことで自分も田村
市に貢献できることを知りました。
　今年度の総合的な探究の時間では、田村市をより良いまちに

こんない
田村市都路町

根内　昌美 さん

「市民参加事業に思う」

　私は行政局内各種事業の主催者又は参加者の一員として携わ
る機会を得ながら多くの経験をさせていただきました。
　多くの市民参加事業の内、都路灯まつり、体育祭は大きな事
業のひとつであり、町民同士、また、都路町外からの交流も図
られ、地域の活性化に役に立ってこられたことが、心に印象深
く残っております。
　東日本大震災後一時中断され、のちに復興関連事業として再
開しました。しかし、今日のコロナ禍により、２度目の事業縮
小・中止となり、地域の交流活動が閉ざされ、このような状況
がいつまで続くのか不安を感じております。
　今後コロナ感染拡大が徐々に
解決しても、以前のような盛況
に戻ることは容易ではありませ
んが、皆で支えあいながらコロ
ナを乗り越え、以前のような事
業推進の為、市民各種団体の声
を反映しながら地域の交流、活
性化事業が継続されることを
願っております。

するためにはどうすればよいか
考えてきました。
　私は将来田村市で働き、生活
していくつもりです。誰もが
住みやすい田村市になるよう、
ちょっとしたことでも自分にで
きることを探し、実行していき
たいと思います。

◆発行　責任者：議長　大橋　幹一
◆編集：議会広報委員会　
◆印刷：イシイ印刷

　６月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。
　なお、傍聴につきましては、「新しい生活様式」に基づき実施しておりますので、傍聴される場合は、
マスク着用などのご協力をお願いいたします。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

まさみ よこた まさと

【お問い合せ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどをご利用ください。

〈委員長〉　　吉田　文夫（前列左）
〈副委員長〉　土屋　省一（前列右）
〈委　員〉後列左から 白石　勝彦
　　　　　　　　　　石井　忠重
                              木村　高雄
　　　　　　　　　　二瓶恵美子

編　集　後　記

　今回の議会だより第 69号をもって、現在
の広報委員による編集も最後となりました。
　当市議会だよりの特徴である「シリーズ若
者の声」には船引高校の生徒の皆さんが社会
に対する意見や将来についての考えが書かれ
ており、議員として考えさせられるものが多
くございました。
　「市民の声」では、地域に対する考えや生
活感にあふれる内容が多くあり、性別・年
代を問わず多くの方に寄稿いただきました。
「若者の声」「市民の声」に寄稿いただきまし
た皆様にこの場をお借りして御礼申し上げま
す。
　議会広報の役割は、議会でどのような議論
を経て決議に至ったのか、その経過をわかり
やすく皆さまへお伝えすることが重要である
と考えております。
　次号からは新たな委員での広報発行となり
ますが、今後ともご愛読のほどよろしくお願
い申し上げます。
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